
Q.  か い ぼ り っ て な に ？

汚 れ た 池 を キ レ イ に す る た め に 池 の 水 を 抜 き

「 在 来 種 を 救 出 」 し 、 池 底 を 乾 か し た 後 、

底 に た ま っ た 「 泥 を 上 げ 」 も と も と の 池 の

姿 に 戻 す 作  業 で す 。

魚 や 水 生 昆 虫 へ の ダ メ ー ジ が 少 な い た め で す 。

暑 い 時 期 は 水 温 が 上 が り や す く 、 保 護 し た 魚 が バ ケ ツ 等 で

酸 素 不 足 に な り 弱 っ て し ま う か ら で す 。 春 の 前 に き れ い な

池 に す る こ と で 新 し い 生 物 も 顔 を 出 し ま す 。

Q.  ど う し て 冬 に お こ な う の ？

【 占 春 園 概 略 説 明 】

筑 波 大 学 東 京 キ ャ ン パ ス 内 に あ る 池 の あ る 庭 園 で す 。

池 の 中 央 の 島 に は 嘉 納 治 五 郎 先 生 （ 柔 道 の 父 ） の 銅 像 が

あ り ま す 。 現 在 は 筑 波 大 学 付 属 小 学 校 の 自 然 観 察 の 場 で す 。

江 戸 時 代 に は 江 戸 の 三 名 園 の ひ と つ と 云 わ れ ま し た 。

【 占 春 園 の 歴 史 】

あ の 徳 川 光 圀 公 の 弟 ： 松 平 頼 元 が 1 6 5 9  年 （ 万 治 2  年 ） に 上 屋 敷 を 構 え た 庭 園 の 名 残 り で す 。 園 内 も 1 7 4 6  年 （ 延 享 3  年 ）

に 建 て ら れ た 碑 文 に は 「 我 が 公 の 庭 は 占 春 と 名 づ く 」 と あ り ま す 。 当 時 は 江 戸 の 三 名 園 （ 青 山 の 池 田 邸 、 溜 池 の 黒 田 邸 ）

の ひ と つ で あ っ た と 云 わ れ て い ま し た 。 そ の 後 、1 9 0 3  年 （ 明 治 3 6  年 ） に 東 京 高 等 師 範 学 校 （ 現  筑 波 大 学 ） が こ こ に 移 っ

た こ と に よ り 校 地 の 一 部 と な り 現 在 に 至 る 。 今 回 、 筑 波 大 学 同 窓  茗 渓 会 で 「 占 春 園 の 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト 」 が 立 ち 上 が り 、

こ の イ ベ ン ト が 実 現 し ま し た 。 ２ ０ １ ９ 年 の 大 河 ド ラ マ ～ い だ て ん ～ の 主 役 「 金 栗 四 三 」 さ ん は 、 東 京 高 等 師 範 学 校 （ 現  

筑 波 大 学 ） の 出 身 で 当 時 の 学 長 が 嘉 納 治 五 郎 先 生 で す 。

1 2 月 2 2 日 （ 土 ） 1 0: 0 0 よ り

エ ン ト リ ー 開 始

N P O 法 人 大 江 戸 内 の 専 用 ペ ー ジ に て 、 必 要 事 項 を ご 記 入 の う え お 申 し 込 み 下 さ い 。
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占 春 園 か い ぼ り 体 験占 春 園 か い ぼ り 体 験
汚 れ た 池 を キ レ イ に し よ う ！汚 れ た 池 を キ レ イ に し よ う ！
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注 意 事 項

・ 在 来 種 救 出 イ ベ ン ト 、 泥 上 げ イ ベ ン ト に 参 加 す る 方 は 、 必 ず 学 習 会 に も 参 加 し て く だ さ い 。

・ 在 来 種 救 出 イ ベ ン ト 、 泥 上 げ イ ベ ン ト に 参 加 す る 方 は 、 当 日 か な ら ず 各 自 で 長 靴 を も っ て 来 て 下 さ い 。

  ま た 、 汚 れ て も い い 服 装 で き て く だ さ い 。 ※ 池 の 水 は 事 前 に １ ５ ｃ ｍ 前 後 ま で 抜 い て あ り ま す 。

・ １ 度 申 込 み 後 の キ ャ ン セ ル 等 は 出 来 ま せ ん 。

・ 各 自 、 飲 み 物 を 持 参 く だ さ い 。

・ 貴 重 品 等 の 管 理 は 各 自 で お 願 い し ま す 。

・  チ  ラ シ  の  写  真  は  イ メ  ー  ジ  で  す 。
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